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援システムの開発（第２報）

とパターン作成への応用

工業技術センター　古川昇

】衣服設計のための人体計測ではマルチン人体計測器が使用されているが，第１報

のうち身長計と紆状計をパソコンと接続して，計測値が自動的にパソコンに転送さ

イスクに登録できるようにした。本報ではさらに電子デジタルメジャーを製作し，

所，方法等を画｡面に絵表示しながら容易に計測できる支援システムを開発して，婦

ターンの自動作成に応用を図ろうとした。

】.6 mm幅の金属製テープ上に，反射部（白)と弱反射部（黒）を２ nunおきに目盛状

した高分子フィルムを貼付け，その上を９ mm間隔に装着した２個のフォトインタラ

移動すると, 位isの異なる２相の矩形波信号が得られ，デコード回路，カウンタ回

よぴ表示回路を経て，フセグメントLEDに計測値が表示される。フォトインタラプ

定には細心の注意を払った。種々の型式を用いて実験し，検出距離1 m，ダーリン

トランジスタ出力，円筒形状のものをセンサとして採用した。また，既に開発した婦

原型, デザインスカートパターンメーキングソフトと連動した。

【結果】電子デジタルメジャーを開発し，パソコンと接続したことで，計測値のディスプ

レイ・プリンタへの出力とディスクへの保存が自動的に処理され，電子デジタル身長計一

秤状計と併せて，計測の大幅な省力化が出来た。また，人体計測の方法，計測箇所などの

説明を画面に表示して知識の提供を行い，計測の支援システムとして構築した。さらに，

婦人服原型，デ’ザインスカートパターンメーキングを人体計測から型紙作成までの一連の

衣服設計システムとして，充実することができた。

　1986年第38回日本家政学会で発表した「パヽノコンによる人体計測の自動化と体型把握」

を，第１報とする。

D 172 密着型被服原型のプログラミング

　一肩ダーツの検討一

　　　　日本女子大家政　　小口　登　　○星野匠美

　目的　従米粉着型仮服原型scバソコンにJiっT 摘<.プD グラムを研発しX.さた刀> 。その

王な乎法ほ,人体のフィルムによ合ボディシェル(鯉)　を切り閣いて平1化し。それを幾

何学的形状にモT ル化してパソコンX- 描かせるものであった。その際の向題IS,の１つに肩

先点の不一致刀ヽ9>った。その原因を肩タ"一ツの珊め万におさ、本研託k: おいてa. m ダ-ツ

のr aグラミングa: 試亦re .

　・法　痕（乃二つのSB 件の・曾の前a' ii においt 原型を描き俯着服を作成I.、試着しX ≫

倫した。

条件1 :罰身唄にaい-(. バストポイントから肩先点, -trイド｀ネックポ･^ントまT-の鞄Hi を

求め、m 線上の中点a 共有T るこつの三角紡を考λた偉音。

条件2 : 肩峰上ｔ、肩線と9 ―ツ轍か里m. a: rj:す点か存在する場合。

　後身唄モ、これに奉ずる。

　結果　体型に息台するか否かは肩傾斜の大小, 肩≫S の然状、m 甲骨の弛ai 程度にょりそ

孔ぞれの適m条件か拠な■&ので、写真cよ９これを示す。


